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村
の
動
き
が
変
わ
り
ま
す

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
村
長
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
た
よ
り
で
す

1

『
合
併
』
の
破
た
ん

千
早
赤
阪
村
、
河
南
町
、
太
子
町
、

富
田
林
市
の
合
併
は
、
合
併
の
核
と
な

る
富
田
林
市
の
意
向
に
よ
り
、
優
遇
合

併
の
期
限
で
あ
る
平
成
17
年
３
月
末
ま

で
約
90
日
を
残
し
て
、
平
成
16
年
12
月

27
日
で
白
紙
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
14
年
７
月
、
４
市
町
村
で
合
併

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成
17
年
３
月

末
合
併
成
立
、
４
０
０
億
円
の
合
併
特

例
債
を
活
用
し
た
新
市
の
ま
ち
づ
く
り

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

「
新
市
が
成
立
す
る
ま
で
の
間
、
村

の
財
政
が
保
て
ば
よ
い
」
と
合
併
ム
ー

ド
で
走
っ
て
き
た
村
の
運
営
は
、
平
成

16
年
と
と
も
に
終
わ
り
ま
し
た
。

『
急
ぐ
』
村
の
財
政
再
建

平
成
17
年
は
、
千
早
赤
阪
村
が
自
立

で
き
る
か
？
破
た
ん
し
て
財
政
再
建

（
準
用
）
団
体
に
転
落
す
る
か
？
分
か

れ
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
、
財
政
再
建
（
準
用
）
団
体
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
民
間
企
業
の
倒
産

と
同
じ
で
、
管
財
人
で
あ
る
国
（
総
務

省
）
に
お
伺
い
を
立
て
な
い
と
１
円
の

お
金
も
使
え
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
国
の
立
場
と
し
て
は
、
村
が

で
き
る
だ
け
早
く
自
立
し
て
独
り
立
ち

で
き
る
よ
う
、
税
金
や
使
用
料
は
で
き

る
限
り
高
く
し
て
歳
入
の
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、
お
金
は
使
わ
な
い
よ
う
歳

出
を
削
減
す
る
よ
う
強
力
に
指
導
さ
れ

ま
す
。

具
体
的
に
は
、

○
住
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
村
税
は

限
度
一
杯
ま
で
上
が
る
。

○
上
下
水
道
料
や
し
尿
、
ゴ
ミ
、
公
共

料
金
な
ど
も
周
辺
市
町
村
の
中
で
最

も
高
い
料
金
に
な
る
。（
当
然
、
国

民
健
康
保
険
料
や
介
護
保
険
料
、
保

育
料
も
上
が
り
ま
す
）

○
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
法
律
で
定
め
ら
れ

て
い
る
最
低
レ
ベ
ル
の
水
準
ま
で
下

が
る
。

○
災
害
復
旧
な
ど
緊
急
を
要
す
る
事
業

も
総
務
省
の
許
可
が
必
要
に
な
り
、

着
工
す
る
の
に
５
〜
６
カ
月
も
掛
か

り
ま
す
。

な
ど

財
政
再
建
（
準
用
）
団
体
に
な
る
と
、

村
に
全
く
選
択
の
余
地
は
無
く
、
10
年

間
は
、
総
務
省
の
監
督
下
に
入
り
、
新

規
事
業
は
制
限
さ
れ
、
住
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
水
準
は
最
低
に
な
り
、
重
い
負
担

を
強
い
ら
れ
、
村
の
発
展
は
止
ま
り
ま

す
。
い
や
、
20
年
前
、
30
年
前
の
水
準

に
逆
戻
り
し
ま
す
。

私
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
最
悪
の

事
態
を
何
が
何
で
も
回
避
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
、
心
新
た
に
ふ
ん
ど
し
を

締
め
な
お
し
た
と
こ
ろ
で
、
平
成
17
年

度
早
期
に
最
後
の
財
政
健
全
化
方
策
を

策
定
し
、
歳
入
・
歳
出
が
均
衡
す
る
健

全
な
村
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。

新
た
な
『
合
併
』
に
向
け
て

現
在
、
本
村
の
歳
入
（
収
入
）
は
、

村
税
が
３
割
で
、
半
分
以
上
が
国
か
ら

の
お
金
（
補
助
金
や
地
方
交
付
税
）
に

頼
っ
て
い
ま
す
。
国
の
財
政
も
借
金
漬

け
で
、
三
位
一
体
改
革
の
美
名
の
下
、

市
町
村
な
ど
へ
の
援
助
（
補
助
金
や
地

方
交
付
税
）
を
縮
減
し
よ
う
と
し
て
い

る
状
況
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し

た
村
の
運
営
は
非
常
に
難
し
い
の
が
現

実
で
す
。

昨
年
、
富
田
林
市
を
筆
頭
と
す
る
４

市
町
村
合
併
は
破
た
ん
し
た
も
の
の
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
行

財
政
の
徹
底
し
た
ス
リ
ム
化
へ
の
取
り

組
み
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
加
え
て

効
率
的
な
運
営
に
は
一
定
の
広
が
り
と

財
政
規
模
が
必
要
で
、
将
来
を
見
据
え

て
市
町
村
合
併
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
と『
元
気
』の
あ
る
村
に

本
村
は
人
口
６，

８
３
０
人
の
小
規

模
な
自
治
体
で
、
65
歳
以
上
人
口
１，

５
７
８
人
、
高
齢
化
率
も
23
・
１
％
で

す
。
益
々
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
適
確
に
応
え
、
住
ん
で
い

る
皆
さ
ん
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
、

〝
元
気
の
あ
る
村
〞
と
な
る
よ
う
、
最

大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
力
強
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



　
タ
オ
ル
な
ど
で

お
お
っ
て
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
か
ぶ
せ
る�

　
専
用
の
防
寒

保
護
材
な
ど�

農
林
水
産
省
で
は
、
２
月
１
日
現

在
で
、「
２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
の
農
林
業
・
農

山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

府
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員

が
訪
問
し
ま
す
の
で
調
査
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
つ

い
て
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

障
害
者
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し

て
い
る
「
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か
わ
ち
な

が
の
」
で
は
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
２
日（
水
）

午
後
１
時
〜
３
時

場
所
　
村
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象
　
身
体
障
害
者
お
よ
び
介
助
者

定
員
　
15
人

費
用
　
無
料

〈
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
〉

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か
わ
ち
な
が
の

1
%6
１
６
９
０

冬
に
な
っ
て
気
温
が
氷
点
下
に
な

る
と
、
給
水
管
や
蛇
口
が
凍
っ
て
水

が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う

な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ
は

¡
北
向
き
の
と
こ
ろ

¡
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

¡
屋
外
に
あ
る
水
栓
器
具

②
凍
結
を
防
ぐ
に
は

¡
給
水
管
や
蛇
口
に
は
、
保
護
材
な

ど
を
使
用
し
て
給
水
管
や
蛇
口
を

保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

③
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は

¡
蛇
口
を
開
け
、
凍
っ
た
部
分
に
タ

オ
ル
か
布
を
か
ぶ
せ
、「
ぬ
る
ま

湯
」
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯

を
か
け
る
と
給
水
管
が
破
裂
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
破
裂
し
た
と
き
は

¡
止
水
栓
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

中
か
、
そ
の
近
く
に
あ
り
ま
す
）

を
閉
め
、
修
理
を
村
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

3

保
存
会
で
は
、
年
間
を
通
し
て
史

跡
整
備
、
清
掃
の
奉
仕
、
村
内
外
の

史
跡
巡
り
バ
ス
ツ
ア
ー
、
講
演
会
な

ど
の
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
賛
同
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

会
費
　
３，

０
０
０
円
（
年
間
）

受
付
　
随
時

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

6
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保
存
会

（
郷
土
資
料
館
内
）
1
&2
１
５
８
８

南
河
内
地
域
労
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
、
次
の
と
お
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

○
中
小
企
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

日
時

２
月
24（
木
）

午
後
２
時
〜
４
時
40
分

場
所
　
羽
曳
野
市
立
生
活
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
（
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き

の
）
大
会
議
室

○
南
河
内
労
働
な
ん
で
も
セ
ミ
ナ
ー

日
時
　
３
月
９
日（
水
）

午
後
２
時
〜
５
時

場
所
　
藤
井
寺
市
立
市
民
総
合
会
館

別
館
会
議
室

※
い
ず
れ
も
定
員
は
60
人
、
無
料

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所

南
大
阪
セ
ン
タ
ー

1
０
７
２
（
２
５
８
）
６
５
３
３

歳
末
助
け
合
い
募
金

歳
末
助
け
合
い
運
動
に
は
、
皆
さ

ん
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
の
と
お
り
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
募
金
額

２，
０
０
７，
１
１
１
円

（
内
訳
）

戸
別
募
金
　
　

１，
９
５
０，
６
９
３
円

団
体
募
金

５
５，
０
０
０
円

募
金
箱

１，
４
１
８
円

こ
の
募
金
額
を
次
の
と
お
り
配
分

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
配
分
額

２，
０
０
７，
１
１
１
円

（
内
訳
）

身
体
障
害
者
・
児
見
舞
金
　

４
５
０，
０
０
０
円

知
的
障
害
者
・
児
見
舞
金
　

１
９
０，
０
０
０
円

ね
た
き
り
老
人
見
舞
金
　

２
３
０，
０
０
０
円

地
区
福
祉
委
員
会
　

３
０
０，
０
０
０
円

世
代
間
ふ
れ
あ
い
事
業
　

８
３
３，
０
０
０
円

事
務
費

４，

１
１
１
円

新
潟
中
越
地
震
被
災
地

災
害
募
金
報
告

こ
の
度
の
、災
害
に
対
し
村
内
で
、

金
６
５，

８
２
６
円
の
義
援
金
が
集

ま
り
日
本
赤
十
字
大
阪
府
支
部
に
送

金
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

献
　
血

私
た
ち
の
体
内
の
血
液
量
は
、
個

人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
医
学
的
に
は

通
常
は
体
内
の
血
液
量
の
15
％
以
内

（
男
性
720
p
、女
性
525
p
）
が
失
わ
れ

て
も
、
身
体
上
の
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
。冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、か
ぜ

な
ど
で
体
調
を
崩
す
人
が
多
く
、
献

血
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
の
で
１
人

で
も
多
く
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
６
日（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
地
車
愛
好
会
河
秋
会

富
田
林
市
桜
ケ
丘
町
15
番
１
―
107
号

５
０，

０
０
０
円

福
祉
活
動
に

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

楠
公
史
跡
保
存
会

会
員
募
集

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
に

ご
協
力
を

寒
さ
か
ら
水
道
管
を

守
り
ま
し
ょ
う

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

開
催



告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

¡
税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

（
納
税
相
談
の
結
果
、
確
定
申
告
の
必
要

が
な
く
な
っ
た
人
は
、
村
・
府
民
税
の
申

告
の
み
必
要
）

申
告
に
必
要
な
も
の

¡
印
鑑
　
¡
給
与
収
入
の
あ
る
人
は
源
泉
徴

収
票
（
平
成
16
年
度
分
）

¡
営
業
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人
は
収
入
の

明
細
な
ど
所
得
の
分
か
る
も
の

¡
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
の
支
払
い
の

あ
る
人
は
そ
の
証
明
書

☆
村
・
府
民
税
の
申
告
書
は
２
月
上
旬
に
税

務
課
よ
り
郵
送
し
ま
す
が
昨
年
度
の
実
績
で

抽
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
す
る
必
要
が

あ
る
の
に
申
告
書
が
送
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。も
し
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

役
場
税
務
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
お
お
む
ね
次
の
①
②
の
条
件
に
当
て
は
ま

る
人
に
は
、
申
告
書
を
送
付
し
ま
せ
ん
。

①
昨
年
度
、
村
・
府
民
税
を
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る
人
で
引

き
続
き
勤
務
し
て
い
る
人

②
昨
年
度
、
確
定
申
告
し
た
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉
税
務
課

◆
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

平
成
16
年
分
の
所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

３
月
15
日
ま
で
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
は
、３
月
31
日
ま
で
で
す
。

確
定
申
告
書
は
、
自
分
で
作
成
し
早
め
に

提
出
し
ま
し
ょ
う
。

作
成
し
た
申
告
書
は
、
郵
便
な
ど
に
よ
る

送
付
が
便
利
で
す
。

確
定
申
告
書
の
控
え
が
必
要
な
人
は
、
申

告
書
控
え
の
ほ
か
返
信
用
封
筒
（
あ
て
名
を

記
入
し
、
切
手
を
貼
付
）
を
同
封
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
返
送
し
ま
す
。

医
療
費
控
除
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
、
中
途
退
職
な
ど
で
還
付
申
告
を
さ
れ
る

人
の
申
告
書
の
受
け
付
け
お
よ
び
記
載
指
導

は
、
２
月
15
日
以
前
で
も
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
２
月
16
日（
水
）〜
３
月

15
日（
火
）ま
で
は
、
確
定
申
告
の
受
け
付
け

を
役
場
税
務
課
で
も
行
い
ま
す
（
土
・
日
曜

は
除
く
）。

た
だ
し
、
医
療
費
控
除
・
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
、
譲
渡
所
得
、
山
林
所
得
、
災
害

な
ど
に
よ
る
雑
損
控
除
に
つ
い
て
は
、
直
接

税
務
署
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
確
定
申
告
書
の
記
載
内
容
な
ど
に

つ
い
て
の
審
査
は
提
出
後
に
行
い
ま
す
の
で
、

後
日
訂
正
が
あ
る
場
合
は
税
務
署
よ
り
連
絡

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

4

月　　日 時　　間 場　　所

申　告　受　付 ２月16日（水）～ 午前９時～分 役場税務課
期　　　　　間 ３月15日（火） 午後５時30分

２月17日（木）
午後１時30分 千　早　老　人

～３時 憩　い　の　家

出　張　申　告
２月18日（金）

午前10時～分 大阪南農協
受　　付　　日 午後３時 旧千早支店

２月22日（火）
午前10時～分 いきいきサロン
午後３時 やまゆり（小吹台）

申告受付日程

富
田
林
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

１

3

2
村
・
府
民
税
、
所
得
税
の
申
告
は
お
早
め
に

確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
（
2
月
16
日
〜
3
月
15
日
）

村
・
府
民
税
の
申
告
が

必
要
な
人

平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
、
千
早
赤
阪
村

に
住
ん
で
お
り
、
次
の
2
以
外
の
人
で
、
昨

年
１
年
間
（
平
成
16
年
１
月
か
ら
12
月
）
に

収
入
の
あ
っ
た
人

申
告
書
は
、
公
営
住
宅
の
申
し
込
み
、
就

園
奨
励
費
の
補
助
、各
種
融
資
の
所
得
証
明
、

私
立
高
校
の
授
業
料
の
軽
減
申
請
、
国
民
健

康
保
険
料
の
算
定
、
そ
の
他
各
種
証
明
の
基

礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

昨
年
中
に
所
得
の
な
い
人
（
学
生
、
病
気
、

家
事
手
伝
い
な
ど
）
や
、
非
課
税
所
得
（
雇

用
保
険
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
）
の

み
の
人
も
、
申
告
が
な
い
と
非
課
税
証
明
書

な
ど
の
発
行
が
で
き
な
い
た
め
、
証
明
書
を

必
要
と
す
る
融
資
や
補
助
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
送
付
さ
れ
た
申
告
書
裏
面
の
無

収
入
欄
へ
記
入
の
う
え
、
押
印
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人

¡
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
に
収
入
が
な

く
、
勤
務
先
か
ら
村
役
場
へ
給
与
支
払
報



◆
確
定
申
告
相
談
所
の
開
設

富
田
林
税
務
署
で
は
、
近
畿
税
理
士
会
富

田
林
支
部
、
富
田
林
納
税
協
会
の
協
力
を
得

て
、
所
得
税
・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
無

料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

¡
す
べ
て
の
相
談
会
場
で
開
設
時
間
は
午
前

10
時
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
で
す

が
、
来
所
者
が
多
数
の
場
合
は
、
午
前
中
の

早
い
時
間
に
す
べ
て
の
相
談
受
け
付
け
を
締

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

¡
小
規
模
事
業
者
の
た
め
に
税
理
士
が
相

談
・
指
導
を
行
い
ま
す
。な
お
、譲
渡
所
得
、贈

与
税
の
相
談
は
、税
務
署
で
お
願
い
し
ま
す
。

¡
○
印
の
日
は
、
確
定
申
告
前
の
還
付
申
告

専
用
の
相
談
日
で
す
。

◆
富
田
林
税
務
署
で
は
、
申
告
期
間
中
の
平

日
（
月
〜
金
曜
日
）
以
外
で
も
、
２
月
20

日
・
27
日
に
限
り
日
曜
日
も
、
確
定
申
告
の

相
談
・
受
付
を
行
い
ま
す
。
こ
の
２
日
間
は

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◆
納
税
は
、安
全
・
便
利
な
口
座
振
替
で
！

還
付
金
の
受
け
取
り
は
、
便
利
な
口
座
振

込
み
で
！

「
申
告
所
得
税
」
や
「
消
費
税
」
に
つ
き
ま

し
て
、
つ
い
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
、
延

滞
税
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
例
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
安
全
・
便
利
な
口
座
振
替
は
、
つ
い

う
っ
か
り
の
防
止
に
効
果
的
で
す
。
ま
た
、

還
付
金
の
受
け
取
り
も
、
口
座
振
込
み
す
る

と
便
利
で
す
。

納
税
の
口
座
振
替
は
、「
納
付
書
送
付
依

頼
書
・
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
届
け
出
印
を
押
印
し
、
税

務
署
ま
た
は
預
貯
金
を
利
用
し
て
い
る
金
融

機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

還
付
金
の
口
座
振
込
み
に
よ
る
受
け
取
り

は
、
申
告
書
の
「
還
付
さ
れ
る
税
金
の
受
取

場
所
」
欄
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
税
務
署

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
税
務
署
個
人
課
税
部
門

〒
５
８
４
―
８
５
０
１

富
田
林
市
若
松
町

西
２
―
１
６
９
７
―
１
　
1
@4
３
２
８
１

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

〈
廃
車
・
名
義
変
更
〉

す
で
に
廃
車
や
譲
渡
な
ど
を
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続
き

を
し
て
い
な
い
人
は
、
次
の
と
お
り
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
な
い
と
い

つ
ま
で
も
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
業
者
に
手
続
き
を
依
頼
さ
れ
た
場

合
で
も
、
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
が
済
ん
で

い
る
か
ど
う
か
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
住
所
変
更
〉

他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
、
ま
た
他

市
町
村
に
住
所
変
更
し
た
場
合
に
は
住
所
変

更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
税
務
課

5

相談会場 所　在　地 ２　月 ３　月

（社）富田林

納 税 協 会

富田林市若松
町西２－1702

（1 @5 0121）
23・25・28日

⑩・⑭・⑮・
17・18・21・
22・24日

⑧・⑨・⑩・
⑮・16・17・
22・23・24日

１・２・３・
７・８・９・
10・11日

４日

１・２・３・
８・９・10日

富田林市粟ケ
池町2969－５
（1 @5 1101）

河内長野市昭
栄町７－３　
（1 %3 9900）

富 田 林 市

市 民 会 館

河内長野市

商 工 会 館

原
付
・
軽
自
動
車
の
廃
車
、

名
義
変
更
、
住
所
変
更
の

手
続
き

国税庁ホームぺージで

所得税の
確定申告書が
作成できます!

○主な機能

¡対話型の入力や申告書様式
の金額欄へ直接入力できます。
¡給与所得、公的年金所得等
の雑所得の計算や税額計算を
自動計算します。

※印刷はA４サイズの普通紙
を使用してください。

アドレス
http：//www.nta.go.jp

車　　種 手続きに必要なもの 手続き場所

原動機付自転車
（125'以下のもの）

小型特殊自動車

¡ナンバープレート
¡印鑑
¡原動機付自転車申告済書

村 役 場 税 務 課

大阪陸運支局和泉自動車検査
登録事務所
和泉市上代町官有地
10725$13930

10725$13948（手続き案内）

軽自動車検査協会大阪主管事務
所和泉支社　堺市山田２丁190－3
1072（273）1561

¡ナンバープレート
¡印鑑
¡軽二輪車は軽自動車申告済書
二輪の小型自動車は自動車検査証

¡ナンバープレート
¡印鑑¡自動車検査証

軽　二　輪　車
（125'を越え

250'以下のもの）

二輪の小型自動車
（250'を越えるもの）

軽　自　動　車

〈
廃
車
・
名
義
変
更
・
住
所
変
更
手
続
き
〉
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平成16年12月の千早赤阪村議会定例会（第４回）は12月８日に開会し、条例改正、

補正予算、一部事務組合の規約変更に関する議決案件、人事案件など計17議案が提案

され、それぞれ慎重に審議し、原案どおり可決、同意しました。

また、議員からは国に対し地方交付税総額の確保を要望する意見書を全会一致で可

決し、21日の一般質問をもって閉会しました。

12月定例会のあらまし

意
見
書

「
三
位
一
体
の
改
革
」
は
、
真
の

地
方
分
権
の
確
立
に
向
け
た
改
革
で

あ
り
、
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
・

自
立
的
な
財
政
運
営
を
行
え
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
改
革
で
あ
る
。

政
府
・
与
党
合
意
は
、「
17
年
度
、

18
年
度
は
、
地
域
に
お
い
て
必
要
な

財
源
は
、
適
切
に
措
置
を
行
な
う
な

ど
、
地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に

必
要
な
財
源
の
総
額
を
確
保
す
る
」

と
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
16
年
度

の
大
幅
な
地
方
交
付
税
の
削
減
に
よ

り
、
我
々
の
国
に
対
す
る
信
頼
関
係

を
損
ね
た
こ
と
の
反
省
に
立
っ
て
の

こ
と
と
理
解
し
て
い
る
。

よ
っ
て
17
年
度
の
地
方
交
付
税
は
、

16
年
度
の
轍
を
踏
ま
ぬ
よ
う
、
国
と

地
方
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め
、

16
年
度
以
上
の
総
額
を
絶
対
確
保
す

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

昨
年
12
月
27
日
、
富
田
林
市
、
太

子
町
、
河
南
町
、
千
早
赤
阪
村
の
第

９
回
法
定
合
併
協
議
会
が
富
田
林
市

民
会
館
で
開
か
れ
、
合
併
協
議
会
を

解
散
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定
し
ま

し
た
。

多
田
富
田
林
市
長
が
、
合
併
特
例

債
の
活
用
が
で
き
る
今
年
３
月
ま
で

の
期
限
内
に
は
、
実
現
が
困
難
と
判

断
、「
合
併
を
断
念
し
、
合
併
協
議

会
の
廃
止
を
提
案
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
吉
村
太

子
町
長
、
高
橋
河
南
町
長
、
松
本
千

合
併
協
議
会
を
解
散
、
合
併
断
念

議
員
定
数
削
減
等
を
検
討

去
る
12
月
27
日
に
開
か
れ
た
第
９

回
合
併
協
議
会
で
富
田
林
市
の
多
田

市
長
か
ら
、
４
市
町
村
で
の
合
併
は

断
念
し
た
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

４
市
町
村
の
中
心
で
あ
る
富
田
林
市

が
合
併
を
拒
否
す
る
以
上
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
富
田
林
市

は
無
責
任
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
私
達
村
議
会
と
し
て
は
他
の
自

治
体
と
の
合
併
を
模
索
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
当
面
は
小
規
模
自

治
体
と
し
て
存
続
し
て
い
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
「
入
り

を
量
り
出
ず
る
を
制
す
る
」
こ
と
が

必
要
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
私
達
議
員
は
昨
年
９
月
よ

り
、
４
月
に
行
わ
れ
る
村
会
議
員
選

挙
か
ら
定
数
を
削
減
す
る
等
議
論
し

て
い
ま
す
。
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
み

な
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は

一
定
の
結
論
が
で
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
節
に
は
み
な
さ
ま
の

ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

早
赤
阪
村
長
ら
が
、「
大
変
残
念
な

提
案
だ
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
は
受
け

入
れ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
述
べ
、
他

の
委
員
か
ら
も
異
論
が
で
ず
解
散
が

決
ま
り
ま
し
た
。

合
併
協
議
会
は
、
昨
年
３
月
に
第

８
回
が
開
か
れ
て
以
降
、
開
か
れ
て

い
ま
せ
ん
。
合
併
の
方
式
が
新
設

（
対
等
）
か
ら
編
入
（
吸
収
）
に
変

え
ら
れ
、
昨
年
６
月
に
は
、
富
田
林

市
か
ら
６
項
目
の
条
件
が
出
さ
れ
、

そ
れ
が
了
解
で
き
な
け
れ
ば
、
合
併

は
無
理
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
６

項
目
の
条
件
が
常
識
を
わ
き
ま
え
な

い
も
の
で
あ
り
、
合
併
を
つ
ぶ
す
た

め
の
も
の
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
も
仕

方
の
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
14
年
の
７
月
に
で
き
た
各
市

町
村
で
の
合
併
協
議
会
の
設
置
に
も

異
論
が
で
て
、
全
会
一
致
に
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
し
、
国
が
す
す
め
る

強
引
な
合
併
に
こ
そ
問
題
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
は
、
こ
の
枠
組
み
を
越
え
た

新
た
な
合
併
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
当
面
は
村
独
自
で
生

き
残
る
た
め
の
村
づ
く
り
が
望
ま
れ

ま
す
。

12
月
定
例
会
で
は
次
の
意
見
書

を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
内
閣
総

理
大
臣
を
は
じ
め
、
関
係
大
臣
な

ど
へ
提
出
し
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
地
方
交
付
税

総
額
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書 第

71
号

6
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４
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い

て
、
９
カ
月
ぶ
り
に
法
定
協
議
会
が

再
開
さ
れ
る
が
、
そ
の
間
の
詳
し
い

４
首
長
の
会
談
内
容
と
併
せ
て
、
３

月
末
ま
で
諸
手
続
き
を
す
れ
ば
良
い

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
当
の
事
務
上

の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は
い
つ
か
。

残
り
３
カ
月
の
法
定
期
限
が
迫

っ
て
き
て
お
り
、
４
首
長
の
会
談
を

開
催
し
た
。
４
首
長
は
合
併
の
必
要

性
は
認
め
て
お
り
、
早
く
協
議
会
を

開
き
、
意
見
の
集
約
を
行
い
、
今
後

の
対
応
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
の

意
見
が
一
致
し
て
、
12
月
に
開
催
が

決
定
し
た
。

な
お
、
合
併
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
未
だ
４
市
町
村
の
意
思

赤
阪
小
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
机
・
い

す
の
入
れ
替
え
の
要
望
が
提
出
さ
れ

た
。
村
の
教
育
環
境
施
設
の
整
備
改

善
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

机
・
い
す
に
つ
い
て
は
、
他
の

小
学
校
も
含
め
計
画
的
に
整
備
で
き

る
よ
う
新
年
度
予
算
で
努
力
し
た

い
。
小
規
模
改
修
は
緊
急
度
の
高
い

と
こ
ろ
か
ら
整
備
を
し
た
い
。
赤
阪

小
・
千
早
小
の
便
所
の
現
状
は
認
識

し
て
い
る
が
、
財
政
事
情
も
あ
り
中

長
期
的
な
視
点
で
計
画
を
立
て
る
。

赤
阪
小
教
室
の
床
の
き
し
み
は

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
・
子
ど
も
の
遊
び
場
等
第
２

グ
ラ
ン
ド
と
し
て
開
放
す
べ
き
だ
。

中
山
間
整
備
事
業
の
工
事
に
利

用
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

事
業
完
了
年
度
が
平
成
19
年
度
で
あ

る
こ
と
か
ら
桐
山
地
区
の
事
業
の
可

否
を
決
断
す
る
時
期
に
き
て
い
る
。

利
用
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
動
向
、

議
員
の
意
見
を
踏
ま
え
、
暫
定
利
用

も
視
野
に
入
れ
検
討
し
た
い
。

早
急
に
現
状
の
確
認
を
し
て
欲
し

い
。
電
気
設
備
、
雨
漏
り
等
の
実
態

は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

き
し
み
の
現
状
は
確
認
し
た
。

学
校
の
要
望
と
実
態
は
把
握
し
て
い

る
。
緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら
改
善

し
て
い
る
。
今
後
も
努
力
す
る
。

財
政
難
で
あ
っ
て
も
教
育
に

金
を
惜
し
ん
で
は
い
け
な
い
。
子
ど

も
は
、
親
の
宝
で
あ
り
、
村
の
宝
で

も
あ
る
。
施
設
の
整
備
に
は
万
全
を

期
し
て
欲
し
い
。

村
一
斉
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

本
年
で
３
回
目
を
迎
え
た
が
、

「
自
分
達
の
ま
ち
は
自
分
達
で
キ
レ

イ
に
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
実
施
、

こ
の
３
年
間
の
収
集
実
績
は
14
年
度

で
は
32
ト
ン
、昨
年
度
で
は
26
ト
ン
、

本
年
は
23
ト
ン
で
、
年
々
減
少
し
て

お
り
、
村
内
の
美
化
が
推
進
さ
れ
て

い
る
。

統
一
が
整
っ
て
い
な
い
現
状
を
考
慮

す
る
と
、
法
期
限
内
の
合
併
申
請
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

村
の
子
ど
も
達
を
守
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
だ
ろ
う
か
。

村
教
育
委
員
会
で
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

今
後
も
地
域
や
警
察
な
ど
、
関

係
機
関
と
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
を

図
り
、
万
全
を
期
す
。

いっぱん 質 問�いっぱ ん 質 問�いっぱ ん 質 問�いっぱ ん 質 問 �

12月議会では、９人の議員が一般質問を行いました。
内容（500字以内）は、質問した議員の責任で作成したものです。

田
中
議
員

４
市
町
村
の
合
併
は
実
現
す
る
の
か

４
市
町
村
の
合
併
は
実
現
す
る
の
か

貝
長
議
員

教
育
施
設
環
境
の
整
備
改
善
を

教
育
施
設
環
境
の
整
備
改
善
を

富
田
林
高
校
分
校
跡
地
の

有
効
活
用
を

富
田
林
高
校
分
校
跡
地
の

有
効
活
用
を

全
村
一
斉
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
結
果
は

全
村
一
斉
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
結
果
は

村
の

「
子
ど
も
を
守
れ
」

村
の

「
子
ど
も
を
守
れ
」

現在未利用の分校跡地
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大
浦
議
員

行
政
及
び
財
政
計
画
を
問
う

行
政
及
び
財
政
計
画
を
問
う

山
形
議
員

三
位
一
体
改
革
は

三
位
一
体
改
革
は

清
井
議
員

「
財
政
健
全
化
方
策
」
と

「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
影
響
は

「
財
政
健
全
化
方
策
」
と

「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
影
響
は

本
年
度
の
事
業
継
続
中
で
あ
る

も
の
の
完
了
は
で
き
る
の
か
。
中
山

間
整
備
事
業
は
16
年
度
の
補
正
予
算

で
減
額
さ
れ
て
お
り
、
大
変
残
念
な

事
で
あ
る
。

16
年
度
の
事
業
が
完
了
で
き
な
か

っ
た
場
合
、
17
年
度
の
計
画
に
つ
い

て
は
、
国
や
大
阪
府
は
村
に
対
し
て

厳
し
く
な
る
と
私
は
感
じ
る
が
、
村

長
の
考
え
は
。

16
年
度
の
継
続
事
業
は
中
山
間

総
合
整
備
事
業
が
あ
り
、
水
分
地
区

の
ほ
場
整
備
事
業
、
森
屋
地
区
の
水

路
、
桐
山
地
区
の
農
道
及
び
ほ
場
整

備
事
業
、
千
早
地
区
の
交
流
施
設
整

備
を
計
画
。
し
か
し
、
交
流
施
設
は

単
独
事
業
費
が
多
く
な
る
事
、
設
計

上
の
問
題
も
あ
り
、
さ
ら
に
検
討
を

要
す
る
た
め
事
業
の
実
施
を
今
年
度

は
見
送
っ
た
。
桐
山
地
区
の
ほ
場
整

備
は
着
手
す
べ
く
努
力
を
重
ね
て
い

る
。

厳
し
い
財
政
状
況
を
健
全
化
に

向
か
っ
て
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
。
千
早
赤
阪
村
は
府
下
で

も
条
件
の
悪
い
所
で
、
近
い
う
ち
に

財
政
破
綻
し
、
再
建
団
体
に
転
落
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

村
は
現
在
「
第
二
次
健
全
化
方

策
」
に
よ
り
、
財
政
健
全
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

一
方
、
国
は
地
方
財
政
に
つ
い
て

「
三
位
一
体
の
改
革
（
補
助
金
の
カ

ッ
ト
・
税
源
の
移
譲
・
交
付
税
の
見

直
し
）」
を
進
め
て
い
る
。

そ
こ
で
「
健
全
化
方
策
」
の
効
果

と
「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
影
響
を

聞
く
。

そ
の
場
合
、
更
に
厳
し
い
「
第
三

次
健
全
化
方
策
」
の
策
定
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
方
針
を
聞
く
。

「
第
二
次
健
全
化
方
策
」
に
よ

る
人
件
費
・
補
助
金
等
の
見
直
し
に

よ
り
一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
が
、
15

年
度
に
は
早
期
退
職
者
が
あ
り
、
16

年
度
で
は
税
収
の
落
込
み
、
交
付
税

の
減
額
に
よ
り
、
更
に
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
影
響
と

し
て
、
17
年
度
に
は
交
付
税
と
臨
時

財
政
対
策
債
が
、
16
年
度
よ
り
更
に

減
額
す
る
。

「
第
三
次
健
全
化
方
策
」
策
定
の

方
針
と
し
て
、
歳
入
確
保
の
た
め
、

税
源
増
加
に
努
め
る
。

歳
出
に
つ
い
て
は
事
業
の
廃
止
や

休
止
、
縮
小
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
を
つ

く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
住
民
、
議
会

の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
す
る
。

村
長
と
し
て
ど
う
受
け
止
め
、

ど
う
対
応
す
る
つ
も
り
か
。

地
方
の
権
限
と
責
任
が
拡
大

し
、
地
方
が
自
ら
の
責
任
に
お
い
て

行
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
行
革
に
よ
り
、
地

方
自
治
体
の
行
政
能
力
の
向
上
・
歳

出
の
徹
底
し
た
見
直
し
や
行
政
コ
ス

ト
の
削
減
な
ど
財
政
健
全
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
世
界
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
は
。

外
国
人
向
け
の
観
光
Ｐ
Ｒ
は
行

っ
て
い
な
い
が
、
関
空
開
港
10
周
年

を
機
会
に
大
阪
府
と
共
に
連
携
し
、

検
討
す
る
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ー
ム
の
中
で

の
中
・
高
年
層
の
外
国
人
向
け
の
宿

泊
設
備
は
。（
素
泊
り
用
）

村
に
は
大
阪
府
の
施
設
と
し
て

８
人
用
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
が
２
棟
あ

り
、こ
れ
を
利
用
で
き
れ
ば
と
思
う
。

に
持
ち
直
し
を
さ
れ
る
の
か
。

平
成
16
年
度
か
ら
財
政
健
全
化

方
策
に
基
づ
き
、
使
用
料
・
手
数
料

の
引
き
上
げ
、
人
件
費
の
カ
ッ
ト
、

補
助
金
の
見
直
し
、
事
業
の
廃
止
等

住
民
の
み
な
さ
ま
に
協
力
を
い
た
だ

き
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
は
事
業

の
廃
止
を
含
め
た
多
く
の
改
革
に
取

り
組
む
。

600

800

1000

1200

1400

1600

11511151

12451245
13051305

13661366

14311431 14891489

13801380

12431243

10521052
960960

1151

H7 8 9 10 11 12 13 14 15 16見込�

1245
1305

1366

1431 1489

1380

1243

1052
960

村の交付税の推移（百万円）

金
剛
山
を
巡
る

観
光
活
性
化
は

金
剛
山
を
巡
る

観
光
活
性
化
は

水分地区のほ場整備
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森
本
議
員

野
上
議
員

赤
阪
城
跡
に
ト
イ
レ
の
設
置
を

赤
阪
城
跡
に
ト
イ
レ
の
設
置
を

今
後
の
外
国
人
へ
の
対
応
は
。

村
の
観
光
資
源
で
あ
る
金
剛

山
・
史
跡
等
の
国
際
化
に
向
け
、
外

国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
等
も
含

め
努
力
す
る
。

今
ま
で
の
活
用
経
過
と
、
今
後

ど
の
よ
う
に
こ
の
施
設
を
活
か
す
の

か
。

昭
和
51
年
度
に
村
の
農
林
業
の

振
興
を
図
る
目
的
で
建
設
し
、
村
民

の
み
な
さ
ま
に
利
用
し
て
い
た
だ
い

た
が
、
近
年
、
村
内
に
新
し
い
施
設

が
で
き
た
た
め
に
利
用
者
は
減
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
管
理
は
土
地
改
良

区
で
行
っ
て
お
り
、
施
設
は
今
後
ミ

カ
ン
狩
り
等
の
観
光
農
業
と
観
光
案

内
の
拠
点
と
し
て
活
か
す
。

最
近
の
社
会
環
境
は
子
ど
も
達

に
と
っ
て
劣
悪
で
あ
り
ま
す
。
奈
良

の
小
学
生
殺
人
事
件
の
よ
う
な
事
が

本
村
で
起
き
た
ら
と
思
う
と
ゾ
ッ
と

し
ま
す
。

過
日
、
私
の
と
こ
ろ
に
相
談
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
内
容
は
赤
阪
城
跡

に
公
園
が
整
備
さ
れ
、
大
楠
公
を
偲

ん
で
村
を
訪
れ
る
人
達
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
そ
の
公
園
に
は
ト

イ
レ
や
手
洗
場
が
な
い
の
で
中
学
校

の
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
人
が
い
る
。

そ
の
た
め
に
中
学
生
が
驚
く
ケ
ー
ス

が
あ
る
の
で
善
処
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
で
し
た
。
早
速
、
現
場
に
い
っ

て
み
ま
す
と
隣
の
棚
田
の
駐
車
場
に

仮
設
の
ト
イ
レ
が
２
つ
置
か
れ
て
い

る
だ
け
で
、手
洗
場
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
も
不
潔
で
使
用
で
き
る
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
田
植
時
期

や
秋
と
も
な
る
と
多
数
の
人
が
訪
れ

里
山
の
風
景
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
観
光
者
を
迎
え
る
側
と
し
て
は

大
い
に
反
省
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
う
が
行
政
の
考
え
は
。

公
園
を
整
備
す
る
当
初
か
ら
懸

念
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

接
客
す
る
場
合
、
清
潔
な
ト
イ
レ

や
手
洗
場
を
提
供
す
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
だ
と
思
う
。
し
か
し
国
は
史

跡
に
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
こ
と
は
認

め
て
お
ら
ず
苦
慮
し
て
い
る
。
当
面

は
棚
田
の
仮
設
ト
イ
レ
の
清
掃
回
数

を
増
や
す
な
ど
し
て
対
応
し
て
い
く
。

ま
た
、
来
村
者
が
学
校
の
ト
イ
レ
を

使
用
す
る
こ
と
は
、
好
ま
し
く
無
い

の
で
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

各
校
の
調
査
や
懇
談
を
し
て
き

た
。
赤
阪
小
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
も
児
童

の
机
・
い
す
の
新
調
の
要
望
が
あ

る
。
来
年
度
予
算
で
新
規
格
の
も
の

に
更
新
す
る
の
か
。

赤
阪
小
の
現
状
は
把
握
し
て
い

る
。
他
校
も
含
め
順
次
計
画
的
に
新

規
格
へ
更
新
に
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
。

校
内
一
斉
放
送
設
備
や
雨
漏
り

の
補
修
は
。

調
査
も
し
な
が
ら
緊
急
度
に
よ

り
整
備
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
。

中
山
間
整
備
事
業
の
分
校
跡
地

交
流
セ
ン
タ
ー
構
想
の
具
体
化
や
大

分
県
大
山
町
の
事
業
な
ど
参
考
に

「
棚
田
周
辺
」
で
の
取
り
組
み
を
。

整
備
事
業
の
進
捗
を
み
て
、
具

体
化
も
見
直
し
た
い
。
棚
田
周
辺
は

史
跡
地
で
施
設
は
難
し
い
が
、
意
欲

を
持
つ
人
へ
の
支
援
は
考
え
た
い
。

く
す
の
き
号
の
運
行
に
つ
い

て
、
こ
の
間
全
村
運
行
に
よ
る
拡
充

を
求
め
る
署
名
な
ど
も
さ
れ
、
要
望

す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
来
年
度

は
、
拡
充
を
す
る
の
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
「
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」
送
迎
用
に
運
行
を
計
画

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
署
名
も
聞
い

て
い
る
が
、
ど
う
す
る
か
予
算
編
成

の
な
か
で
検
討
中
。

村
長
は
、
廃
止
で
な
く
拡
充
す

る
考
え
で
あ
る
の
か
。

来
年
度
は
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら

積
み
上
げ
、
予
算
編
成
す
る
考
え
で

あ
り
、
ど
う
す
る
の
か
決
め
た
い
。

自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
の
活
用
は

自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
の
活
用
は

学
校
施
設
や

教
育
環
境
の
改
善

学
校
施
設
や

教
育
環
境
の
改
善

く
す
の
き
号
は

廃
止
で
な
く
拡
充
を

く
す
の
き
号
は

廃
止
で
な
く
拡
充
を

都
市
近
郊
の
利
点
を

活
か
し
た

事
業
起
こ
し
を

都
市
近
郊
の
利
点
を

活
か
し
た

事
業
起
こ
し
を



財
政
健
全
化
の
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。
そ
れ
に
よ
り
財
政
事
情
は
改

善
さ
れ
る
の
か
。
無
理
と
判
断
し
た

場
合
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

16
年
度
の
取
り
組
み
効
果
額
は

見
通
し
以
上
確
保
で
き
て
い
る
。
し

か
し
、
歳
入
の
減
少
が
大
き
く
、
打

ち
消
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
、
繰
入
金

の
増
加
が
避
け
ら
れ
な
い
。
今
後
も

税
収
の
減
少
が
考
え
ら
れ
、
い
ま
以

こ
れ
ま
で
要
望
し
て
き
た
が
、

お
米
に
つ
い
て
は
「
日
本
体
育
・
学

校
健
康
セ
ン
タ
ー
の
米
を
使
え
ば
、

国
の
補
助
が
あ
る
」
と
い
う
理
由
で

使
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
補
助
制
度
が

な
く
な
っ
た
今
で
は
、
ど
の
米
を
使

っ
て
も
村
の
負
担
は
同
じ
だ
。
生
産

者
の
協
力
を
得
て
、
村
農
産
物
を
使

用
す
る
よ
う
求
め
る
。

食
材
は
価
格
安
定
と
安
定
供
給

が
必
要
で
、
村
の
生
産
農
家
は
小
規

模
で
あ
る
た
め
困
難
。
学
校
給
食
運

営
委
員
会
や
農
振
な
ど
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

予
想
さ
れ
る
南
海
・
東
南
海
地

震
に
備
え
、
村
の
防
災
対
策
の
見
直

し
が
必
要
だ
。
避
難
所
の
耐
震
化
・

住
民
へ
の
周
知
を
行
う
べ
き
だ
。

本
村
は
、
防
災
対
策
推
進
地
域

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
17
年
中
に
見

直
し
を
行
う
。
避
難
所
の
周
知
に
は

「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
全
戸
配
布
し

て
い
る
。一

目
で
わ
か
る
、
避
難
所
マ

ッ
プ
の
配
布
を
要
望
す
る
。

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ

レ
は
未
だ
に
和
式
で
高
齢
者
や
障
害

者
が
利
用
す
る
に
は
困
難
だ
。
最
近

は
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
も
増
え
て
い

る
。せ
め
て
ト
イ
レ
だ
け
で
も
改
修
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
求
め
る
。

改
修
に
は
費
用
も
か
か
る
が
検

討
し
て
い
く
。

お
客
さ
ん
を
大
事
に
も
て
な

す
の
は
、
ま
ず
は
ト
イ
レ
か
ら
と
い

う
発
想
で
、
そ
の
方
向
に
転
換
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

上
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

新
た
な
方
策
は
、
事
業
の
縮
小
、
廃

止
を
伴
う
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
考
え
る
。

17
年
度
予
算
の
編
成
構
想
は
。

意
識
改
革
と
固
定
観
念
を
す

て
、
コ
ス
ト
意
識
を
高
め
、
創
意
工

夫
を
し
、
限
ら
れ
た
資
源
を
最
大
限

活
用
し
、
な
る
べ
く
後
年
度
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
、
繰
入
金
は
控
え
て

い
き
た
い
。

こ
の
施
設
は
、
老
人
の
方
の
健

康
増
進
と
憩
い
の
場
所
で
あ
り
、
公

共
性
の
高
い
施
設
で
あ
る
。
そ
の
施

設
が
業
務
用
料
金
で
あ
る
事
は
理
解

で
き
な
い
。
公
共
の
施
設
が
ど
う
し

て
業
務
用
で
あ
る
の
か
、
料
金
体
系

の
見
直
し
が
必
要
と
思
う
。

現
在
、
一
般
用
及
び
業
務
用
等

の
料
金
体
系
を
採
用
し
て
い
る
。

業
務
用
と
の
表
現
が
理
解
し
が
た

い
と
も
思
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
現

在
の
適
用
基
準
で
い
き
た
い
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
公
共
性
の
高
い

施
設
の
料
金
は
、
公
共
用
と
し
て
の

料
金
体
系
が
必
要
で
あ
り
、
見
直
し

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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村
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
振
り
返
り
ま
す
と
昨
年
は
災

害
の
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
台
風

が
10
回
も
上
陸
し
多
大
の
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
特
に
新
潟
中
越
地

震
で
は
多
く
の
方
が
家
や
田
や
畑
を

失
い
ま
し
た
。
こ
の
お
正
月
を
仮
設

住
宅
で
過
ご
し
た
人
達
を
思
う
時
、

心
が
痛
み
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
被
害

に
遭
わ
れ
た
人
達
に
「
負
け
る
な
頑

張
れ
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
方
ス
マ
ト
ラ
沖
で
は
地
震
に
よ

る
津
波
で
20
万
に
近
い
人
々
が
命
を

落
と
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
お
気
の

毒
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

私
達
の
住
む
千
早
赤
阪
村
は
こ
れ

と
い
っ
た
被
害
も
無
く
平
和
に
暮
ら

し
て
お
り
ま
す
。
今
こ
そ
こ
の
地
域

に
感
謝
し
て
、
こ
の
村
の
環
境
を
守

り
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

私
達
は
豊
か
さ
を
求
め
る
あ
ま
り
、

か
け
が
え
の
な
い
こ
の
地
球
を
ひ
ど

く
扱
い
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

Ｈ
・
Ｍ

雑

感

雑

感

�

雑

感

雑

感

�

雑

感

�

橋
爪
議
員

財
政
健
全
化
方
策
の
進
捗
と

17
年
度
の
予
算
編
成
の
構
想
は

財
政
健
全
化
方
策
の
進
捗
と

17
年
度
の
予
算
編
成
の
構
想
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

の
水
道
料
金
の
改
善
を

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

の
水
道
料
金
の
改
善
を

関
口
議
員

学
校
給
食
に
地
元
産
米
の
使
用
を

学
校
給
食
に
地
元
産
米
の
使
用
を

防
災
対
策
の
充
実
を

防
災
対
策
の
充
実
を

公
共
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

公
共
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を 村の米を給食に
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けんこうのページ�けんこうのページ�けんこうのページ�〈問い合わせ〉健康福祉課
保健センター　1&20069

ＢＣＧ接種を臨時で実施します
結核予防法が改正され、４月１日からは、対象年齢が生
後３カ月以上６カ月未満に変わります。また、ツベルクリ
ン反応検査がなくなり、ＢＣＧ接種のみとなります。
４月以降の時点で生後６カ月以上の乳幼児は、公費での
ＢＣＧ接種は受けられなくなりますので、ご注意ください。
なお、法改正に伴う措置として３月14日にツ反（16日に
ＢＣＧ）を臨時で実施します。3月16日の時点で生後３カ
月以上の乳幼児は、対象となりますので、ぜひ受けてくだ
さい。
〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20069

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

※三種混合（１期）・日本脳炎（１期）・麻しん・風し
んの予防接種は、医療機関での個別接種です。
※ＢＣＧ・ポリオ予防接種が村の実施する日程では接種
困難な場合、河南町・太子町の保健センターにおいて
も受けることができますが、予約が必要ですので、必
ず村保健センターに申し込みください。

健康診査＆相談など
種　　　類 月　日 受　付 対　　象

な か よ し 広 場 ２月１日（火）午前10時 ０歳～幼稚園

親と子の交流会 ２月15日（火）～11時30分 入園前の乳幼児
３月１日（火） と保護者

あかちゃん広場
２月15日（火）

午前10時 ０～１歳ごろま
（交流会･遊び･相談） ～11時30分 での乳幼児
保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ２月22日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談２月25日（金）１時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善
したい人

２月４日（金）

保健師による ３月４日（金）午後 健康・育児・介

健 康 相 談 １時30分 護など相談を希

２月９日（水）～３時30分 望する人

★相談や検査に関するプライバシーは守ります。

い
き
い
き
サ
ロ
ン

や
ま
ゆ
り

く
す
の
き

健
康
福
祉
課
　
1
&2
０
０
６
９

種　類 月　日 対　象 備　考

ツベルクリン ３月14日（月）

ＢＣＧ ３月16日（水）

¡母子手帳、予診票持参。
¡平熱が37℃以上の人は
接種前１週間分の体温
を記録して持参。

¡副じん皮質ホルモン剤
を使用した人は、ツベ
ルクリン反応検査を受
ける前に主治医の許可
を得てください。

平成13年
３月15日
～

平成16年
12月16日

生まれの
未接種者

夜間に子どもが急病になったり、けがをしたときに電話
すると看護師らが相談に応じてくれる「小児救急電話相談」
が次のとおり延長されました。（365日ＯＫ）
相談時間　午後８時～翌朝８時（これまで深夜０時まで）
相談業務の内容

○夜間の子どもの急病時、病院へ行った方がいいかどうか
判断に迷った時に利用ください。
○小児科医の支援体制のもとに看護師と保健師が相談に応
じます。
○電話相談であり、診療や指示などの医療行為は行いません。
○明らかに緊急を要する場合は、
富田林市消防署（1@51122）を利用ください。

電話番号　¡♯８０００（ＮＴＴのプッシュ回線）
¡106（6765）3650（携帯電話、ダイヤル回線、
ＩＰ電話など）

府の小児救急電話相談が
翌朝まで対応

日時 ２月22日（火） 午後１時30分～３時30分
場所 ノバティ長野南館　３階多目的ホール
内容 「自分の体に合わせたストレッチ体操」
講師 運動療法士　二宮　章子さん
＊対象は、特定疾患医療受給者証および登録者証をお持ち
の人です。
＊当日、保険料100円を徴収します。
〈申し込み・問い合わせ〉

富田林保健所　1@32681 5@47940

特定疾患患者・家族交流会の案内 エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

第１・３・４ 午前
一 般 健 康 相 談 水曜日 ９時30分 有料・予約制

～10時30分
午前

こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制
～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
エイズ・梅毒・

第１・３ 午後１時

ク ラ ミ ジ ア
水曜日 ～２時

血　液　検　査 第１・３ 午前

［肝炎ウイルス］ 水曜日 ９時30分～ 有料・予約制
10時30分

療　育　相　談
２月15日（火）

午後
１時30分～ 予約制

３時　　
¡飲用水・井戸水検査 午前
¡腸内細菌検査 毎週月曜日 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１ 身体に障害のある

子（18歳未満）の
医療・生活相談〔 〕

］［
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水分 石　田　香　織さん
＜20歳　おうし座＞

近況は・・・

大阪経済法科大学で法学の勉強をしています。

夢は・・・

昨年４カ月間オーストラリアに留学し、お世

話になったホストファミリーにもう一度会いに

行きたいです（お金を貯めて）。

最近、楽しいと思ったことは・・・

成人式で、久しぶりに同級生に会い、話をし

たり写真を撮ったりしたことです。

思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

夜空の星がきれいなことです。もう少し、交

通の便がよくなればと思います。

来月号は・・・

中学校から仲良しの伏井英里子さんです。

伏井さんへメッセージを・・・

えりちゃん、また、泊まりにおいでね。

３歳のとき、兄
の幼稚園で遊んで
いる写真です。

KaoriIshida

177

参加者募集中�
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

姉妹これからも仲良くね! － 母・由実子さん －

ごとう　さらちゃん（左）
（ 後　藤　　　　サ　ラ　）

平成11年８月19日生まれ

ごとう　みくちゃん（右）
（ 後　藤　　　　ミ　ク　）

平成14年11月８日生まれ

小吹台

いつも笑顔を忘れない、心の優しい子になってね。
― 父・良さん、母・愛加さん ―

こにし　ふうかちゃん
（ 小　西　　　　風　香　）

平成16年８月20日生まれ

森屋

わが
やのホー

プわが
やのホー

プわが
やのホー

プわが
やのホー

プ
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

１月10日、20歳の門出を祝う、成人式がくす
のきホールで行われました。
今年、新成人となったのは、昭和59年４月２

日から昭和60年４月１日までに生まれた若者た
ち。男子46人、女子40人は、式典を通じて、大
人への仲間入りを再認識していました。
また、式典終了後には、シープスジュニア合

唱団による「世界に一つだけの花」などで新成
人たちを祝福しました。

●成人式●

20歳の門出を祝う

１月10日、商売繁盛の神様の「えべっさん」で親し
まれている水分にある出合戎（藤野森神社）では、
「十日戎」でにぎわい「商売繁盛でササ持ってこい」
の掛け声が響いていました。
また、テレビなどが当たる福引きもあり、人気を集
めていました。

●水分の出合戎●

商売繁盛を願う

t新成人代表
▲
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①
利
用
し
て
い
な
け
れ
ば
支
払
い
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

「
架
空
請
求
」
業
者
は
、
こ
ち
ら
の
情
報
を
把
握
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
何
ら
か
の
名
簿
を
入
手
し
て
郵
送
し
て
い
る
か
、
ラ
ン
ダ
ム

に
メ
ー
ル
を
発
信
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
請
求
さ
れ
る
理
由

等
を
確
か
め
る
た
め
に
相
手
に
電
話
や
メ
ー
ル
の
返
信
を
す
る
と
、
電

話
口
で
個
人
情
報
を
聞
き
出
さ
れ
た
り
、
こ
ち
ら
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

が
存
在
す
る
こ
と
を
通
知
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
利
用
し
て
さ
ら

に
不
当
な
請
求
を
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
不
審
な
請
求
は
無

視
し
て
く
だ
さ
い
。

②
債
権
回
収
業
者
を
名
乗
る
請
求
が
き
た
ら

「
債
権
譲
渡
を
受
け
た
」
と
い
う
事
業
者
か
ら
通
知
が
来
る
ケ
ー
ス

が
多
い
よ
う
で
す
が
、
債
権
者
か
ら
直
接
「
債
権
を
譲
渡
し
た
」
と
い

う
通
知
を
受
け
た
場
合
以
外
、「
債
権
譲
渡
を
受
け
た
」
と
い
う
事
業

者
か
ら
の
債
権
譲
渡
通
知
は
無
効
で
す
の
で
、
支
払
い
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
弁
護
士
、
あ
る
い
は
「
債
権
管
理
回
収
業
（
サ
ー
ビ
サ
ー
）

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
法
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
た
債
権

回
収
業
者
以
外
の
者
が
、
業
と
し
て
債
権
取
り
立
て
行
為
を
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
請
求
に
心
当
た
り
が
あ
る
場
合

は
、
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp：

//w
w
w
.m
oj.go.jp/

の
「
法
務
大

臣
が
許
可
し
た
債
権
回
収
会
社
の
一
覧
」
で
確
認
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
連
絡
先
に
問
い
合
わ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
債
権
者
か
ら
直
接
、
債
権
譲
渡
通
知
を
受
け
た
場
合
は
、
債

権
者
の
住
所
・
氏
名
の
真
偽
、
何
の
請
求
か
、
請
求
金
額
が
不
当
で
な

い
か
―
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

③
し
つ
こ
い
請
求
が
続
い
た
ら

脅
迫
的
な
取
立
て
が
続
く
場
合
は
、
警
察
に
も
届
け
ま
し
ょ
う
。
請

求
の
記
録
や
は
が
き
を
証
拠
と
し
て
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
振
込

先
の
銀
行
口
座
を
知
ら
さ
れ
た
ら
金
融
機
関
に
も
情
報
提
供
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
必
ず
警
察
に
届
け
出
を

し
ま
し
ょ
う
。

〈
大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

http://w
w
w
.pref.osaka.jp/shouhi/

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　

1
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（
６
９
４
５
）
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「
架
空
請
求
」
に
ご
注
意
！

ば
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
う
ち
、
建
水
分
神
社
の
秋
の

祭
礼
に
際
し
て
、
地
車
が
集
ま
り
、

に
わ
か
を
奉
納
す
る
御
旅
所
に
は
、

御
旅
所
古
墳
、
御
旅
所
北
古
墳
と
２

基
の
古
墳
が
あ
り
、
御
旅
所
北
古
墳

か
ら
は
石
棺
が
２
基
発
見
さ
れ
、
６

世
紀
末
か
ら
７
世
紀
初
頭
頃
の
も
の

で
あ
る
こ
と
が
、
発
掘
調
査
か
ら
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、石
棺
に
つ
い
て
は
現
地
で
、

ま
た
、
出
土
資
料
に
つ
い
て
は
郷
土

資
料
館
に
て
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

Vol.5

今
回
は
、
本
村
に
残
る
古
墳
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

千
早
赤
阪
村
に
お
い
て
は
、
や
は

り
楠
木
正
成
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

赤
阪
城
跡
や
千
早
城
跡
な
ど
の
山
城

跡
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
、
歴
史
的
に

は
中
世
と
い
う
時
代
が
注
目
さ
れ
が

ち
で
す
。

し
か
し
、
本
村
を
含
む
南
河
内
と

い
う
地
域
は
、
た
く
さ
ん
の
古
墳
が

見
ら
れ
る
地
域
と
し
て
広
く
知
ら
れ

て
お
り
、
本
村
北
部
に
お
い
て
も
古

墳
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

古
墳
と
言
え
ば
、
前
方
後
円
墳
と

い
う
名
称
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
本

村
に
見
ら
れ
る
古
墳
は
、
円
墳
と
呼

御
旅
所
北
古
墳
の
石
棺

千
早
赤
阪
村
議
会
　

議
員
選
挙

4
月
24
日（
日
）投
票

５
月
８
日
に
任
期
満
了
と
な
る
村

議
会
議
員
選
挙（
定
数
12
人
）の
日
程

が
、
１
月
12
日
に
開
か
れ
た
選
挙
管

理
委
員
会
で
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま

し
た
。

▼
立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時
　
３
月
24
日
（
木
）

午
後
２
時
〜

場
所
　
く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室

▼
告
　
示
（
立
候
補
受
付
）

日
時
　
４
月
19
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所
　
く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室

た
だ
し
、
午
前
10
時
以
降
は

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
内

▼
投
　
票

日
時

４
月
24
日
（
日
）

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

▼
開
　
票

日
時

４
月
24
日
（
日
）

午
後
９
時
15
分
〜

場
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室

〈
問
い
合
わ
せ
〉

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

1
&2
０
０
８
１



春のスキー教室（主催：教育委員会、
主管：体育指導委員協議会）を開催し
ます。
月日　３月24日（木）

夜発～27日（日）夜着
場所　長野県・野沢温泉スキー場
対象者 村内在住・在勤者で小学生以

上（小学１年～3年生は保護者
同伴に限る）

参加費　29,000円（貸しスキー代・リ
フト代・昼食代・25日の朝食代・
27日の夕食代は別、保険代は含む）

定員　30人（先着順）
受付　２月12日（土） 午前９時～
（電話での受け付けはしません）

※25人以上の参加者がない場合は中止
します。
※申し込み時に参加費・貸しスキー代
（希望者のみ）を納入していただき
ます。印鑑を持参ください。
参考 貸しスキー代　4,000円
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

村テニス連盟では、初心者・中級者を
対象とした第37回講習会を開催します。
日時　３月13日（日）～毎週日曜日

各回共午後１時～（全６回）
場所　村立テニスコート
費用　4,000円　定員　20人（先着順）
受付　３月４日（金）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

瓦谷義弘　1&27644

催　　し

ぶどう栽培の基礎知識・技術を実際
に学びます。今回のぶどう塾では、地
元農家の協力のもと、受講生がぶどう
栽培や農業への理解を深め、将来のぶ
どう産地の支援者として活躍いただき
たいと考えています。参加ください。
日時　２月24日（木）～９月29日（木）

の間で全20回

場所　太子町内ぶどう園など（５a）
近鉄南大阪線上ノ太子駅から約
４km（バスはなし）

受講料　無料（交通費などは実費）
定員　15人（応募者多数の場合は抽選）
受付　２月３日（木）～14日（月）（必着）
申し込み 往復はがきに①住所②氏名
③年齢④電話（FAX）番号⑤職業⑥農
業経験⑦農業に関して思うことを記入
し郵送してください。
〈申し込み・問い合わせ〉

〒584-0031富田林市寿町２－６－１
大阪府南河内農と緑の総合事務所農
業改良普及センター　
1@51131（内線269）

「子育て」は、保護者が子どもを大
切に育む営みであると同時に、子ども
の成長に寄り添いながら保護者自身も
育っていく「親育ち」とも言えるので
はないでしょうか。
子育てについて、大阪府教育委員会

の養成講座受講者「親学習リーダー」
といっしょに、「思い」や「悩み」を
ざっくばらんに語り合ってみません
か。気軽に参加ください。
月日　２月18日（金）、25日（金）、

３月４日（金）
時間　午前10時～正午
場所　くすのきホール　２階会議室
費用　無料
定員　25人（先着順）
〈申し込み・問い合わせ〉

教育委員会事務局社会教育課
1&21300

障害のある人たちへの関わりに対す
る抵抗感や苦手意識などを解消し、障
害のある人たちとのバリアフリーを実
現するためにセミナーを開催します。
日時　２月26日（土）

午後０時50分～４時30分
（受付12時30分～）

場所　阪南大学　大学会館３階小ホール
対象 南河内地域住民（高校生、大学
生、専門学校生、障害児（者）を
もつ家族）など

費用　500円（資料代など実費）
定員　80人
受付　２月10日（木）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

地域生活総合支援センター
1@06575

相　　談

子育てや学校生活などについて、わ
からないことや困っていることはあり
ませんか。秘密は固く守られますので、
気軽に相談ください。
日時　２月10日（木）・18日（金）

午前10時～正午（要予約）
場所 くすのきホール　視聴覚室
費用　無料
相談員　佐藤むつこさん（臨床心理士）
〈予約・問い合わせ〉

教育委員会事務局学校教育課　
1&21300
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お知らせ

スキー教室参加者

テニス初・中級者講習会
受講者

平成17年南河内ぶどう塾

「親まなび」講座

第１回ばりあふりー
セミナー開催

教育相談

短
歌
コ
ー
ナ
ー

清
　
井
　
千
代
子

八
ツ
頭
心
よ
せ
あ
ふ
孫
の
ゐ
て

清
　
原
　
隆
　
雄

き
ら
き
ら
と
朝
日
に
光
る
寒
露
か
な

道
　
堀
　
み
さ
江

綿
虫
の
消
え
て
佛
の
遊
び
足下

　
門
　
信
　
子

半
衿
は
白
と
決
め
た
り
一
葉
忌

向
　
　
　
栄
美
子

ふ
と
触
れ
し
傘
が
振
り
向
く
一
ト
時
雨

矢
　
倉
　
菜
　
女

冬
の
鵜う

の
眼
ま
な
こ

や
さ
し
く
ま
ば
た
か
ず

岡
　
次
　
男

木
の
葉
散
る
贈
る
言
葉
は
ケ
セ
ラ
セ
ラ

２
月
16
日（
水
）〜
25
日（
金
）ま
で
蔵
書
点
検
の
た
め
休
室
し
ま
す
。

図
書
室
よ
り
お
知
ら
せ



〈問い合わせ〉

¡華やいで大阪・南河内観光キャンペ
ーン協議会事務局
大阪狭山市農政商工課
1072（366）0011（内線553）

¡近鉄ハイキング係　
106（6775）3566

¡南海テレフォンセンター
106（6643）1005

日時　３月20日（日）
午前10時～2時間程度

場所　トレーニングルーム（２階）
内容 トレーニングマシンの使用方法

トレーニングの基礎理論
資格　16歳以上の人
定員　15人（先着順）
受付　３月18日（金）の午後5時まで
服装　運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル
費用　無料
※トレーニングマシンはこの講習を受
けた人でないと利用できません。
※トレーニング講習会は２カ月に１回
（奇数月）第3日曜日に実施
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

将来の自衛隊を担う幹部自衛官を養
成するコースです。
応募資格

日本国籍を有する20 歳以上26歳未
満の人（22歳未満は大卒見込み含む）
受付　４月初旬～５月初旬
試験日　５月下旬（１次）、６月下旬

（２次）
合格発表　１次　６月中旬
最終　９月上旬
身分・待遇・その他

¡身分は特別職国家公務員
¡昇給年１回、諸手当有り、完全週休
２日制、年次休暇（年24日）など

〈申し込み・問い合わせ〉

自衛隊富田林募集事務所
1@43799

16

祝除く）または社会保険事務所に電話
してください。
〈問い合わせ〉

天王寺社会保険事務所
106（6772）7531

国民年金保険料や年金受給資格など
の相談に応じる年金相談や集合徴収を
天王寺社会保険事務所が行います。日
ごろ年金について不明な点があれば、
ぜひこの機会に相談してください。ま
た、納め忘れの保険料がありましたら
納めてください。皆さん気軽にお越し
ください。
相談・徴収日

２月９日（水） 午前11時～午後３時
いきいきサロンくすのき（健康相談
室）

〈問い合わせ〉

天王寺社会保険事務所
106（6772）7531

募　　集

～第３回古代のロマンを訪ねて～

華やいで大阪・南河内観光キャンペ
ーン協議会では、今なお残る歴史をテ
ーマに、古い町並み・古墳・社寺など
の由緒ある歴史的文化遺産、緑豊かな
自然環境を満喫しながら全３回をスタ
ンプラリー形式でハイキングします。
月日　２月27日（日）
集合場所 南海高野線　北野田駅

（受付）
受付時間　午前９時30分～10時

（少雨決行、予備日あり）
コース　

北野田駅（受付）→菅生神社→舟渡池
公園→丹比神社→黒姫山古墳→鍋宮大
明神碑→法雲寺→来迎寺→野中寺→仲
衷天皇陵→辛国神社→葛井寺（ゴー
ル・解散）→近鉄藤井寺（徒歩約16キ
ロ）
費用　無料（拝観料は自己負担）
特典　参加した人に毎回抽選で100人

に賞品をプレゼント

助成の内容

健康保険証を使って診療（保険診療
に限る）を受けたとき、医療機関に支
払う医療費の自己負担額の一部を助成。
〈問い合わせ〉健康福祉課　

現在老人医療証をお持ちでない65歳
以上70歳未満の人で、次の条件に該当
する場合は対象となりますので申請し
てください。
対象条件

①65歳～69歳で「障害者医療」「ひと
り親家庭医療」の対象者
②精神・結核・特定疾患医療などの医
療を受けている人（一定の所得制限が
あります）
③昭和14年10月31日までに生まれた人
で世帯全員が村民税非課税世帯の人
申請手続に必要なもの

①健康保険証　②印鑑　③世帯全員の
市町村民税非課税証明書または精神・
結核・特定疾患を証明する証書
助成の内容

健康保険証を使って診療（保険診療
に限る）を受けたとき、医療機関に支
払う医療費の自己負担額の一部を助成。
〈問い合わせ〉健康福祉課

国 民 年 金

国民年金や厚生年金保険などの「老
齢」を支給事由とする年金（老齢基礎
年金・老齢厚生年金・老齢年金・通算
老齢年金など）を受けている人に「平
成16年分公的年金等の源泉徴収票」を、
１月末までに社会保険業務センターか
ら送付されます。
源泉徴収票には平成16年中に受けら

れた年金額、源泉徴収された所得税額、
介護保険料額などが記載されていま
す。
税金の申告をするときは、添付書類
の１つとして必要です。届かない場合
や２枚以上必要な人は、再交付専用電
話 103（3333）8800、（３月15日（火）
まで、午前９時～午後５時、土・日・

みなみかわち歴史回廊

老人医療助成の申請を 国民年金集合徴収・
年金相談

トレーニング講習会
受講者

防衛庁自衛官
幹部候補生（一般・技術）源泉徴収票が

送付されます
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福　　祉

10月から１月分の児童手当を２月10

日に振り込みます。受給している人は
口座への入金を確認してください。
支給月額

¡１人目および２人目の児童 5,000円
¡３人目以降は１人につき 10,000円
住所、受給者、児童数などに変更が
あった場合は、必ず届けてください。
受給者がサラリーマンで、厚生年金な
どに加入している場合、退職や転職を
すると受給資格がなくなることがあ
り、後日返還金が生じる場合がありま
す。このような場合は、引き続き受給
できるか問い合わせてください。
〈問い合わせ〉健康福祉課

児童扶養手当

母子家庭や父が重度の障害の状態に
ある児童が監護される家庭の生活の安
定、自立の促進と児童の健全な育成を
図ることを目的として支給されます。
手当を受けることができる人

次のいずれかに当てはまる18歳まで
の子どもを育てている母、または母に
代わって子どもを育てている人
①父母が離婚した
②父が死亡した
③父が政令で定める重い障害がある
④父の生死が明らかでない
⑤父が引き続き１年以上遺棄している
⑥父が法令によって１年以上拘禁され
ている

⑦母が婚姻によらないで出産した（18

歳に到達する日以後、最初の３月31

日まで手当を受けることができま
す。また、一定の障害のある場合は20

歳未満の間、受けることができます。）
ただし、次のいずれかに当てはまる

ときは受けられません。
①母・養育者・子どもが日本国内に住
所がない
②母・養育者が公的年金や遺族年金を
受けることができる（老齢福祉年金
は除く）
③子どもが、父または母の死亡によっ
て支給される公的年金や遺族補償を
受けることができる
④子どもが、父に支給される公的年金
の額の加算対象になっている
⑤子どもが、里親に委託されている
⑥子どもが、母子生活支援施設・保育
所・通園施設以外の児童福祉施設に
入所している
手当額（月額）

全部支給　41,880円
一部支給　41,870円～9,880円

（児童が2人の場合5,000円加算、以下
児童が1人増すごとに3,000円加算）
※児童扶養手当には所得制限があり、
所得が一定額以上あるときは、手当
の一部または全部の支給が停止され
ます。
※手当額は毎年変更の可能性がありま
す。

特別児童扶養手当

障害児を育てている家庭を援護し、
子どもの福祉の増進を目的として支給
されます。
手当を受けることができる人

20歳未満の、精神または身体に一定
の障害のある子どもを育てている父か

お知らせ

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（月曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

自然休養村管理センター・赤阪土地改良区 森屋962 &02180

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

児童扶養手当と
特別児童扶養手当

母、または父母に代わって子どもを育
てている人
ただし、次のいずれかに当てはまる
ときは受けられません。
①父・母・養育者または子どもの住所
が日本国内にない
②子どもが、母子生活支援施設・保育
所・通園施設以外の児童福祉施設に
入所している
③子どもが、障害を支給事由とする公
的年金を受けることができる
手当額（月額）

障害の程度が定められた基準の1級に
相当する場合　　　　　　50,900円
2級に相当する場合　　　 33,900円
※特別児童扶養手当には所得制限があ
り、所得が一定額以上あるときは、手
当の全部の支給が停止されます。
※手当額は毎年変更の可能性がありま
す。
〈問い合わせ〉健康福祉課

平成16年11月の制度改正で、父子家
庭などについても助成対象になりまし
た。次の条件に該当する場合は対象と
なりますので申請してください。
対象条件

①18歳未満の児童および18歳に達した
日からその日以降の最初の3月31日
までの児童
②①の児童を監護する父または母
③父母のいない①の児童を養育する
養育者

（所得制限あり。例：２人世帯 230万円）
申請手続に必要なもの

事前に健康福祉課まで問い合わせく
ださい。

平
成
16
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
11
期
（
２
月
分
）
の
納
期
限
は
、
２
月
28
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
２
月
25
日（
金
）で
す
。
〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
付

児童手当

ひとり親家庭医療助成
の申請を
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相 　 　 談

２月３日（木）・17日（木）
３月３日（木）

２月３日（木）
３月３日（木）

２月17日（木）

燃 え る ご み

粗　大　ご　み

ペ ッ ト ボ ト ル

プラスチック製
容　　　　 器

空き缶・空きびん

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

２月１日（火）
４日（金）・８日（火）
11日（金）・15日（火）
18日（金）・22日（火）
25日（金）
３月１日（火）
４日（金）

２月17日（木）

２月23日（水）

２月14日（月）予定

２月25日（金）予定

２月28日（月）予定

２月10日（木）
24日（木）

２月２日（水）
３月２日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,830人（＋20）

男　　3,267人（＋14）

女　　3,563人（＋６）

世帯数　2,275戸（＋15）

12月末日現在、（ ）は対前月比

オオバヤシャブシ（カバノキ科）

山地の生える落葉低木または、小高木。枝はやや太くて灰褐色また
は、黄褐色。花は早春だが、前年の黒い果実がそのまま残っている
のが特徴。やせ地にも育つので、砂防緑化樹としてよく植えられる。

〈写真提供／大阪市阿倍野区　藤原好明氏〉

楠公さんが放送されます
ＮＨＫテレビ「その時歴史が動いた」番組で楠公さんが

放送されます。

タイトル（仮） 「鎌倉幕府を滅ぼした男

～楠木正成　民衆を率いた悲劇の英雄～」

出演者　松平定知アナウンサー

放送（予定） ２月23日（水）午後９時15分～58分

ＮＨＫ総合　全国放送
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